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(Abstract)

IntheprocessorlearningJapanesesounds,learnerswithKoreanastheirL1

encountersignificantdimcultiesinrecognizingandproducingJapaneseaccentand

intonation･Itwasnoticedinparticular,thatthelearnersproductionofwordinitial
I

plosiveshadatendencytodiffer,lntermsOfthepitchpattern,dependingonthe

whethertheintialisavoicedorvoicelessplosive･Thiswasseenasapotentialtrend

asthelearnersattemptedtopronounceJapanesewordsthatincludedplosivesinthe

wordinitial.

TheresearchinvestigatedthepitchpatternsofKoreanL1Japaneselanguage

learnersbymeansofselectingKoreanandJapanesewordsaswellasmeaningless

soundcombinationsthatincludedaplosiveinthewordinitial.Allthewordsselected

wereeithertwoorfわurmorainlength.

WhenthevoicelesswordinitialplosivesinJapanesewordswerepronounced,the

Koreanlearnershadatendencytoproduceaheadhighinahigh-lowpitchpattern.

Incontrast,durlngtheproductionofvoicedwordinitialplosives,middle-highand

plane-pitchpatternsappeared･Thefirstmorawaslow,butthesubsequentmorarose

inpitch･AnalystsOrtheKoreanlanguageindicatedasimilartendency･

TheresearchindicatesthatKoreanL1learnerswouldbenefitfrom classroom

activitiestobuildawarenessofthesephonologlCalfTeatures.Discriminationexercises

basedonminimalpalrSOfferaclearbenefit.

キーワー ド:韓国人日本語学習者､アクセント､破裂音､母語干渉､ピッチパタン

1.はじめに

韓国人学習者に日本語音声の指導を行なう際に､アクセントやイントネーションが一つ

の指導ポイントとなる｡ これまで､韓国人学習者が語頭に破裂音を含む日本語の単語を読

み上げたときの傾向として､ 日本語の無声破裂音が語頭に来る単語を読み上げた場合は頭

高型アクセントになる傾向があり､また､ 日本語の有声破裂音が語頭に来る単語を読み上

げた場合､1拍 目は低 くその後上昇アクセント傾向になるという指導体験があった(1)｡そ

こで､本研究では､2拍から4拍語の語頭に破裂音を含む韓国語 と日本語の無意味語およ

び有意味語の単語を選び､韓国人 日本語学習者に見 られるピッチパタンについて調査 し､
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この指導経験が正しいものかどうか､分析を行う｡

2.先行研究

韓国人学習者を対象としたアクセントの習得研究では､次のような報告がある｡ ①韓国

人学習者 3名が文を朗読 した際に､文中においてピッチの高低変化はほとんど見られず､

アクセントの実現パタンは各個人で異なっていた [閲 (1989)]､②韓国人学習者 3名に教

科書を朗読させた際には､学習者は-まとまりと考えた語や句を-2型､-3型､平板型

のいずれかで発音し､高く平らな部分が持続するような発音をした [大西 (1991)]｡③ 2

- 4拍語の単語読み上げによる発音調査を59名の韓国人学習者に調査したところ､a.請

末から数えて 2番目の音節が重音節であればその音節にピッチが付与され､b.語末から

数えて2番目の音節が軽音節で､重音節がそれに隣接している場合､その垂音節にピッチ

が付与される｡ C.隣接する重音節がなければ､当該の軽音節にピッチ付与されるという規

則性があることを報告した [中東 (2001)]｡④一般にピッチ変化に比較的敏感であると言

われている慶尚道方言話者と､それ以外のアクセント知覚が難 しい他方言話者との比較を

行ってアクセントの知覚調査をした結果､有意な差は見られなかったという報告もある

[助川 ･崖 ･前川 ･佐藤 (1995)]｡ 韓国人学習者のアクセントに関わる習得は､まだ十分

な報告事項がなく､今後の研究が待たれる領域であると思われる｡

本研究に関わる研究として､鄭 ･桐谷 (1998)によれば､アクセント実現型がHL型単語

の場合に有声の語頭音を無声音として､LH型単語の場合に無声の語頭音を有声音として認

識する率が高かった｡さらに､語頭の子音が無声 ･有声だけで異なる単語を選び､無声 ･有

声のピッチパタンを入れ替えた加工音を韓国人学習者に聞かせたところ､HL型単語の有声音

は無声音として認識され､LH型単語の無声音は有声音として聞き間違う率が高かった｡即

ち､韓国人学習者にとって､無声･有声の弁別にピッチパタンを利用していることを報告した｡

本研究では､韓国人日本語学習者に見られた語頭破裂音とアクセントの傾向について､

母語と日本語の無意味語 ･有意味語を使って､語頭破裂音に後続する母音の基本周波数と

その語頭破裂音から開始される2､3､4拍語のピッチパタンを調べ､アクセント実現型の

特徴および母語干渉の有無について明らかにする｡

3.調査方法

(1)被験者 :無意味語の調査および有意味語の調査で合計 20名｡2つの調査とも､ソウ

ル方言話者を対象に行ったが､無意味語の調査と有意味語の調査とでは､日

本語学習歴 (日本語レベル)および実験採取地､日本語教育機関が異なる｡
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無意味語の調査 :東京の日本語学校で学ぶ韓国語話者 (ソウル方言)で､日本語学習歴が

4ヶ月の初級学習者 10名 (男性 5名､女性 5名)

有意味語の調査 :韓国の大学で日本語を学ぶ韓国語話者 (ソウル方言)で､日本語学習歴

が2年の中上級学習者 10名 (男性 5名､女性 5名)

(2)調査項目 :調査項目は､次の韓国語と日本語の無意味語と有意味語である｡

無意味語 :①｢卑卑｣[phapha]｢叶叶｣[?pa?pa]｢叫叫｣[paba]のように､韓国語の激音､

濃音､平音の破裂音子音+母音+破裂子音+母音 (cvcv)の組み合わせ

からなり､語末に ｢です｣と同じ意味の ｢OJqヰ｣をつけた無意味語 30個｡

②｢ばば｣｢ばば｣｢たた｣｢だだ｣｢かか｣｢がが｣のように､日本語の有声 ･無

声破裂音の子音+母音+破裂子音+母音 (cvcv)の組み合わせからなり､

語末に ｢です｣をつけた無意味語 30個｡

有意味語 :①韓国語の激音､濃音､平音の両唇､歯茎､軟口蓋破裂音から始まる2拍語､

3拍語､4拍語の有意味語の各 3語で合計 81語｡選定にあたっては､韓国語

の辞書から基本的に破裂子音+母音+子音+母音 (cvcv)となる語を選

定し､使用頻度の低い語をできるだけ外した｡品詞は､名詞､動詞､形容詞､

副詞が含まれている｡ 表 1には､調査項目例として韓国語の有意味語による

両唇破裂音の調査項目を示した｡

②日本語の両唇､歯茎音､軟口蓋の有声破裂音､無声破裂音から始まる2拍語､

3拍語､4拍語の有意味語の各 3語で合計 54語｡基本的に破裂子音+母音+

子音+母音 (cvcv)となる語を頭高型､平板型､尾高型､中高型から選

定するようにした(2)｡これらの日本語の語嚢は､カタカナで表記しアクセン

ト記号が付されている｡ 日本語の有意味語による調査項目には､韓国語と同

様に様々な品詞が含まれている｡ 表 2には､調査項目例として日本語の有意

味語による両唇破裂音の調査項目を示した｡

表 1.韓国語の有意味語による調査項目 (例 :両唇破裂音)

激音 2相

1.卑干[phagu]

(N)波の山

2.卑ヰ[phada]

(Ⅴ)掘 る

3.斗王[phadu]

(N)ハズ (植物 )

3拍

1.耳管01[phar叫 i]

(N)青いもの

2.卑三甲[phadudak]

(adv)小鳥な どの羽音

3.卑三三[pharⅦru]

(adv)ぐらぐらと

4拍

1.斗土中ヰ[phanorama]

(N)パ ノラマ

2.斗胡ス1中[phare(如da]

(Ⅴ)青 くなる

3.斗司車中[pharihada]

(a)やつれて青 白い
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濃音 2相

1.叫71t[?pagak]
(adv)き しき しと

2.半可[?puri]

(N)根

3.里里 [Ppopo]

(N)キス (幼児語)

2柏

1.中吉[panu1]

(N)針

2.叫中[pada]

(N)海

3.叫呈[paro]

(adv)まっす ぐに

3拍

1.叫71中[?pagida]

(Ⅴ)いぼる

2.叫三年[Ppar叫da]

(a)速い

3.叫7qq[?page:da]

(Ⅴ)幾つかに割 る

3拍

1.中子リ[paguni]

(N)ざる

2.叫7tスl[paga也i]

(N)ひ さご

3.叫年中[parada]

(Ⅴ)願 う

4拍

1.叫7qスIq[?pag‡通ida]

(Ⅴ)割れ る､裂 ける

[Ppaps:da]2.叫貴年中[?padultthada]

(a)精一杯だ

3.叫司書中[PpatbDdtulda]

(Ⅴ)陥る

4拍

1.叫q71号 [padag〇buk]

(N)アオ ウミガメ

2.中年旦中[paraboda]

(Ⅴ)見渡す

3.中主可中[parohada]

(Ⅴ)正す

表2.日本語の有意味語による調査項 目 (例 :両唇破裂音)

/p/ 2拍

/b/ 2拍

3拍

1.パ ト(無意味語) 1.パイプ

2.パオ(包) 2.パタ ン

3.パイ(円周率) 3.パズル

3拍

1.バラ 1.バクガ(麦芽)

2.バネ 2.バカス(化かす)

3.バグ(馬具) 3.バゾク(馬賊)

4拍

4拍

1.パノラマ

2.パ リサイ

3.パラレル

1.パイオ ン(倍音)

2.バカゲル

3.バカンス

(3)調査方法 :被験者に一人ずつ (2)の調査資料を提示 し､1つの語を3回ずつ読ませ

た｡ 発音 した音声 は SonyECM-719マイクロホ ンで､ DAT (Sony

TCD-DIOO)に録音 した｡調査資料を読み上げる際には､アクセントに

ついては特別な指示は出さなかった｡

(4)分析方法 :DAT(SonyTCD-D100)で録音 した韓国語と日本語の調査資料について､

｢音声録閲見 forWindows｣(今川 ･桐谷 1989)で分析 した｡2拍語から4

拍語まで各子音に後続する母音の基本周波数を測定し､拍ごとの基本周波

数の推移を男女別に分析 した｡

なお､破裂子音に後続する母音の基本周波数を調べたのは､考察でも触
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れるが、韓国語の語頭破裂音は、激音 ・濃音 ・平音に続 く母音を比較 した

場合、後続母音部分への移行部に特徴が現れるという梅田 (1965)の サウ

ンド・スペクトログラムによる実験の結果に基づ くものである。

4。 結果

男性 5人 の韓国人学習者、女性 5人 の韓国人学習者がそれぞれ発音した韓国語の激音、濃

音、平音から始まる無意味語と有意味語、そして、 日本語の有声破裂音、無声破裂音から始

まる無意味語と有意味語の基本周波数の推移を述べる。両唇音、歯茎音、軟口蓋破裂音の

調査資料は同じ分析傾向が得られたため、本研究では両唇音による分析結果を示す。グラフ

上では、無意味語の場合は、被験者が 1語を3回 発話 した平均値を男女別に5人 それぞれの

基本周波数の推移を示した。有意味語の場合は、例えば表 1の激音の調査項目は、被験者が

1語につき3回 発話した合計 3語 の第 1拍～第 4拍 の平均値の推移をグラフ上で示した。

4-1.韓 国語の無意味語

図 111、1-2、1-3は、5人 の韓国人学習者 (男性)が 、また、図 1'-1、1'二2、19-3は、5

人の韓国人学習者 (女性)が 発音 した韓国語の激音、濃音、平音から始まる2拍語の無意

味語である。その基本周波数の推移を見ると、男女ともに語頭が平音だった場合に (図 1

の 1-3、1'-3)、激音や濃音に比べて低い基本周波数から上昇音調である傾向が観察された。

Hz

200

150

100

50

0

1-1.韓国語0無意味語(男):

語頭が激音の2拍語

phl    ph2拍

1'…1.韓国語・無意味語(女):

Hz  語 頭が激音の2拍語

300

250

200

150

100

phl   ph2 拍

1'-2.韓国語・無意味語(女):

Hz 語 要が濃音の2キ自語

300

250

200

150

100

ppl      pp2  拍

Hz

200

150

100

50

0

1-2.韓国語・無意味語(男):
語頭が濃音の2拍語
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れるが､韓国語の語頭破裂音は､激音 ･濃音 ･平音に続 く母音を比較 した

場合､後続母音部分への移行部に特徴が現れるという梅田 (1965)のサウ

ンド･スペクトログラムによる実験の結果に基づくものである｡

一一一41.-結果 JJ

男性 5人の韓国人学習者､女性 5人の韓国人学習者がそれぞれ発音した韓国語の激音､濃

音､平音から始まる無意味語と有意味語､そして､日本語の有声破裂音､無声破裂音から始

まる無意味語と有意味語の基本周波数の推移を述べる｡両唇音､歯茎音､軟口蓋破裂音の

調査資料は同じ分析傾向が得られたため､本研究では両唇音による分析結果を示す｡グラフ

上では､無意味語の場合は､被験者が 1語を3回発話した平均値を男女別に5人それぞれの

基本周波数の推移を示した｡有意味語の場合は､例えば表 1の激音の調査項目は､被験者が

1語につき3回発話した合計 3語の第 1拍～第 4拍の平均値の推移をグラフ上で示した｡

4-1.韓国語の無意味語

図 1-1､1-2､1-3は､5人の韓国人学習者 (男性)が､また､図 1'-1､1'-2､1'-3は､5

人の韓国人学習者 (女性)が発音した韓国語の激音､濃音､平音から始まる2拍語の無意

味語である｡ その基本周波数の推移を見ると､男女ともに語頭が平音だった場合に (図 1

の ト3､1'-3)､激音や濃音に比べて低い基本周波数から上昇音調である傾向が観察された｡
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図 1(1')- 1.語頭が激音 ･濃音 ･平音から始まる2拍語の無意味語の基本周波数推移

4-2.日本語の無意味語

次に､図2-1､2-2は､5人の韓国人学習者 (男性)､また､図2'-1､2'-2は､5人の韓国

人学習者 (女性)が発音した日本語の有声 ･無声破裂子音から始まる2拍語の無意味語で

ある｡ 2-2､2'-2に見られるように､語頭が有声破裂音の無意味語の場合に､男女ともに

一人も下降することなく､上昇音調で発音していることが観察された｡

2-2.日本語.無意味語(男):

Hz 語頭が有声破裂音の2拍語
200至;拭;≡三i:≡≠==.=:=:言放葦:.L.''

150t ◆ 1:辛(男)=.:.i,5==..=,_A._..｡._/小._.. ≠ 2:白(男)=矩T諾≡至…."三≡:…≒;ミ註≡ミ:.≡.,):::1.7持=稚≡茄≡講:=≡串;≡:≡:;;:;=Wゴー,!.:i.i-■f=召瑞鞍;::.;I.!:‥::批

一oo喜棄無難親筆喜喜棄華葉番蒙≡きき萱葱菱棄至棄喜華瑞賢標 章蟹 と. .-.,.一一,-3:金(男)

50妻 I......終.-..4:高(男)

0̀

図 2(2')- 1.語頭が無声 ･有声破裂音から始まる2拍語の無意味語の基本周波数推移
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4.-3.韓国語の有意味語

図 3-1①②③､3-2①②③､3-3①②③は､男性の韓国人学習者 5名が､また､図 3'-1①②

③､3'-2①②③､3'-3①②③は､女性の韓国人学習者 5名が発音した韓国語の激音､濃音､

平音から始まる2拍語､3拍語､4拍語の有無意味語の基本周波数推移 (平均値)である｡

その基本周波数の推移を見ると､傾向として語頭が激音や濃音から開始される場合､第

1拍目は高い基本周波数から始まり､指数が増えるに従って基本周波数が下降音調となる

傾向が見られた｡語頭が平音だった場合に､激音や濃音に比べて第 1拍目は低い基本周波

数から始まり､第 2拍目で上昇 し､3拍語と4拍語はその後下降する傾向が観察された｡

図3(3')-1.語頭が激音から始まる2拍語､3拍語､4拍語の有意味語の基本周波数推移
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3-2.② 韓国語.有意味語(男):

Hz 語頭が濃音の3拍語
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3-2.③ 韓国語.有意味語(男):

Hz 語頭が濃音の4拍語
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3'-2.① 韓国語.有意味語(女):

Hz 語頭が濃音の2拍語
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3'-2.② 韓国語.有意味語(女):

Hz 語頭が濃音の3拍語
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図3(3')-2.語頭が濃音から始まる2拍語､3拍語､4拍語の有意味語の基本周波数推移

3'-3.① 韓国語の有意味語(女):
Hz 語頭が平音の2拍語
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3-3.② 韓国語..有意味語(男):

Hz 語頭が平音の3拍語

約 ..-,b3

3'-3.② 韓国語の有意味語(女):

Hz 語頭が平音の3拍語
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3'-3.③韓国語の有意味語(女):

Hz 語頭が平音の4拍語
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図3(3')-3.語頭が平音から始まる2拍語､3拍語､4拍語の有意味語の基本周波数推移

4-4.日本語の有意味語

図4-1①②③､4-2①②③､4-3①②③は､男性の韓国人学習者 5名が発音 した無声破裂

音から始まる2拍語､3拍語､4拍語の日本語有無意味語の基本周波数推移 (平均値)で

ある｡ また､図4'-1①②③､4'-2①②③､4'-3①②③は､女性の韓国人学習者 5名が発音

した有声破裂音から始まる2拍語､3拍語､4拍語の日本語有無意味語の基本周波数推移

(平均値)である｡ 日本語有意味語の調査では､単語を読み上げる際に助詞をつけずに読

み上げさせたので､平板型と尾高型とを一緒のグループとしてグラフ化した｡

音調傾向として､無声破裂音から始まる語の場合､アクセントがどの型であっても､い

わゆる頭高型傾向になることが多かった｡特に､2拍語であった場合に､第 1･拍目と第 2

拍目との下降度が大きかった｡一方､有声破裂音の場合､1拍目が低 く､2拍目が高 くな

り､3拍以上の語になると､中高型の傾向が見られた｡

-53-



c3 c4 +Hfr

三重大学国際交流センター紀要 2007 第 3号 (通巻第 10号)

4-1.(D 日本語.有意味語(男):

Hz 語頭が無声破裂音の2拍語
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4'-1.① 日本語.有意味語(女):

Hz 語頭が無声破裂音の2拍語
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図4(4')-1.語頭が無声破裂音から始まる2､･3､4拍語の有意味語の基本周波数推移

4-2.① 日本語･有意味語(男):

Hz 語頭が有声破裂音の2拍語
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4-2.② 日本語.有意味語(男):

Hz 語頭が有声破裂音の3拍語
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4'-2.③日本語.有意味語(女):

Hz 語頭が有声破裂音の4拍語
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図4(4')-2.語頭が有声破裂音から始まる2､3､4拍語の有意味語の基本周波数推移

4-5.韓国語 ･日本語の語頭破裂音の後続母音における基本周波数の比較

語頭に破裂音を含む語の発音において､韓国語 も日本語の場合も､破裂音の後続母音に

基本周波数の違いが見 られた｡そこで､本研究では韓国語では激音､濃音､平音の後続母

音の基本周波数の差について､また日本語では無声破裂音と有声破裂音の後続母音の基本

周波数の差について調べた (表 2)｡ さらに､ 日本語を発音 したとき､韓国語のどの語頭

破裂音の後続母音における基本周波数と近似 した値であるか､比較を行った｡

表 2.韓国語 ･日本語の語頭破裂音の比較 :後続母音の基本周波数 (Fo)

育 .無意味語 破裂音 男性 (平均) 平音/有声破裂音との差 女性 (平均) 平音/有声破裂音との差

韓国語 無意味語 激音 152.8 30.9 】 276.7 59.8 l

濃音 141.1 19.2 l 255.5 38.6 l

平音 121.9 o 十 十 216.9 o十 十

有意味語 激音 149.3 28.3 l 256.7 53.4 1･濃音 126.9 5.9 1 252.3 49.0 1
平音 121.0 o 十十 203.8 o◆十

日本語 無意味語 無声破裂音 139.2 2b.7ー I 257.5 39.4 l
有声破裂音 118.5 o 十 218.1 o l

有意味語 無声破裂音 143.5 25.6 l 246.1 38.8 l

*平均値は男性の被験者 10名､女性の被験者 10名の各基本周波数の平均値である｡
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その結果､日本語の語頭の有声破裂音は､有意味語 ･無意味語を問わず韓国語の語頭の

平音に､また､日本語の無声破裂音は､韓国語の語頭の激音や濃音に近い値であった｡こ

の結果から､2､3､4拍語の第 1拍目が無声破裂音では高 く､有声破裂音は低い基本周

波数値となることが､語頭破裂音の後続母音における基本周波数の比較からもその傾向を

示すことができた｡

5.考察

韓国人学習者は､文法の習得は他言語の学習者よりも習得が早いが､音声の習得となる

と､母語干渉が大きく働き､特に韻律面での習得が難しいとされる｡また､先述したよう

に助川 ･崖 ･前川 ･佐藤 (1995)の分析では有意な違いはなかったとの報告があるものの､

韓国人学習者は方言によってアクセントの習得に違いがあるという指導経験は､多 くの日

本語教師が持つところである｡

本研究では､日本語の語頭に有声と無声のどの破裂音が来るかによってどんなピッチパ

タンになるか､2拍の無意味語､並びに､2､3､4拍の有意味語の語嚢を使って､両唇音､

歯茎破裂音､軟口蓋破裂音について調べた｡同様に､母語である韓国語の語頭に激音､濃

音､平音で始まる語嚢の場合はどうか､2拍の無意味語､2､3､4拍の有意味語の語嚢も

調査 し､母語干渉の有無も調べた｡

その結果､日本語の語頭が無声破裂音の場合は､高い基本周波数値から始まるHL型傾

向となり､拍数が多くなると頑高型アクセントとなる傾向があった｡日本語の語頭が有声

破裂音の場合は､低い基本周波数値から始まるLH型となり､3､4拍と拍数が多 くなる

と中高型アクセントとなる傾向が観察された｡一方､母語である韓国語も､激音､濃音が

語頭に来る単語の場合は､高い基本周波数から始まり､頭高型アクセントとなる傾向があ

り､語頭が平音の場合は､低い基本周波数値から始まるLH型となる傾向があった｡さら

に､語頭破裂音の後続母音における基本周波数値で比較すると､有意味語と無意味語を問

わず､韓国語の激音と濃音､日本語の無声破裂音は高く､韓国語の平音と日本語の有声破

裂音は低い値となり､その差は韓国語における激音 ･濃音と平音との差に近かった｡

韓国語の破裂音については､各破裂音と後続母音の基本周波数を調べることは重要であ

る｡ 激音 ･濃音 ･平音に続 く母音を比較 した場合､後続母音部分-の移行部にその特徴が

現れ [梅田 (1965)]､特に､濃音が後続母音部分への基本周波数が高いことが指摘されて

いる [(梅田 ･梅 (1965)]｡Hirose(1974)による喉頭筋の筋電図の研究結果においても､

濃音では甲状披裂筋の活動の上昇が著しく､緊張度が高いことも指摘されている｡さらに､

朴 (1982) も被験者 2人に対して調査を行なった結果､｢語頭の三つのタイプの破裂音で
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は､被験者 2人ともに平音が他の二つより明らかにFoが低い｣と指摘 している(3)｡これ

らの先行研究の指摘は､本研究における激音と濃音の後続母音の基本周波数は高 く､平音

のみ低いという結果と重なるものであった｡ しかも､韓国語の激音 ･濃音と日本語の無声

破裂音は近似した高い基本周波数値であり､韓国語の平音と日本語の有声破裂音も近似し

た低い基本周波数値であったことは､破裂音の習得にピッチも関係することが指摘できる｡

即ち､日本語の語頭の無声と有声破裂音の違いを､母語の激音 ･濃音と平音のピッチの

違いからも認識 し､発音している可能性があり､語頭破裂音の習得は韻律にも影響される

ことが推測される｡ これは､本研究において､韓国語の激音 ･濃音から始まる単語と日本

語の無声破裂音で始まる単語が頭高型アクセント傾向となり､韓国語の平音から始まる単

語と日本語の有声破裂音から始まる単語が中高型アクセント傾向となった｡このピッチパ

タンは､初級学習者を対象とした無意味語調査ばかりでなく､学習歴が2年の学習者を対

象とした有意味語の調査においても､その出現傾向は同じであったことからも､日本語の

有声 ･無声破裂音で始まる単語は､韓国人学習者が発話する場合､母語干渉を受けて発話

される可能性があると示唆される｡

アクセント実現型がHL型単語の場合に有声の語頭音を無声音として､LH型単語の場

合に無声の語頭音を有声音として認識する率が高いという鄭 ･桐谷 (1998)の結果は､知

覚実験による結果であったが､生成においても同じであることが本研究で実証された｡語

頭破裂音が無声音の場合､そのアクセント実現型がHL型と発話される率が高 く､語頭破

裂音が有声音の場合､そのアクセント実現型がLH型と発話される率が高 くなるというも

のである｡ 本研究における語頭に破裂音を含む両言語の2､3､4拍語の有意味語のアク

セントパタンの結果は､韓国人学習者の日本語の有声 ･無声破裂音の習得は､単音レベル

ではなく韻律パタンにも影響が及ぶ一つのケース ･スタディとして示すことができると思

われる｡

韓国人学習者に対する破裂音の指導では､有声 ･無声破裂音が語頭に来る単語を発音さ

せる場合､韓国人学習者はそのアクセントの発話にも母語干渉が入る可能性があるため､

知覚上の識別､発音の指導といった単音レベルだけではなく､さらに､日本語のアクセン

トの型を意識させた指導を今後考慮すべきであることが示唆できた｡

注
かすみ せき

1.この分析は､｢霞ヶ関｣という駅名を乗り降りする韓国人学習者が､中高型アクセントである

この駅名を､ほとんどの学生が第 1拍目を高く､第 2拍目以降を低く発音するという頭高型のピッ

チパタンで発音していたことに対し､疑問を持ったことに始まる｡ 無声と有声の破裂音の違いが､
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ピッチパタンにも影響があるのではないかと思い､語嚢 リス トを作り､分析を行った｡その結果

は､平成 9年度東京外国語大学アジア ･アフリカ文化研究所の短期共同研究 (共同研究者 :加賀

谷良平教授)で報告を行った｡本研究では､被験者を加えて再分析 し､考察を行ったものである｡

2.有意味語の調査においては､無意味語と違い ｢OjLlヰ｣や ｢～です｣のように文としては読ま

せていない｡また､韓国語の激音および日本語の無声破裂音が語頭に来る単語は外来語が多いた

め､調査語には外来語が含まれている｡

3.朴 (1982)では､甲状披裂筋の筋電図による実験においても､｢子音の後続母音の開始時点の

付近では濃音で筋活動の立ち上がりが最も早 く､激音､平音の順でタイミングがおくれ､活動の

ピークは平音の場合が他に比べて低いことが観察された｣と述べている｡

〔付記〕本研究は､｢東アジア日本語学習者の発話 ･知覚における破裂音の習得メカニズムとその

中間言語研究｣(平成 15-17年度基盤研究 C課題番号 15520333福岡昌子)の一部である｡ また､

本発表は ｢2006年度第 20回日本音声学会全国大会｣(2006年 10月 1日於 :順天堂大学)での発表

に加筆修正 したものである｡
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